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neglect@
作詞・作曲・ミックス・マスタリング：大町導火

崩れたビルを独り

渡り歩いている

終末世界と

交差点を上から

風に靡いてる

君を見つめていた

夜が明けるのを僕はただ待っていた

今も隣で囁く君のその歌が今

このポケットに

終止線　越えた先だって

僕らはどうして？

途方の無い世界を歩いてる

幾千ものエリアル

どんな世界も

壊れていった

秒針が止まった日から

此処が呪いの終着地点

ネグレクト紛いの

アタラクシア

西陽が水面に揺れ

終わりを告げる今日

高架下ただひとつ

自販機が生きていた

語り掛けるように

足元を照らし

光の無い方にばっか影を落とす

今は隣で

悩みを分かち合う

幸せが続きますように

どんな夜も怖くないって

教えてくれた

繰り返す過ちが問う輪廻

何のためエンデバー

銃声ステンドグラスを割った

秒針を追い越すスピードで

走れ

君がくれたクリスタル

ネグレクト紛いの

アタラクシア

硝煙弾雨の

降る夜でさえ

星が綺麗に見えた

沖の向こうに沈んでく火光

終止線越えた先だって

僕らはどうして？

途方の無い世界を歩いてる

幾千ものエリアル

どんな未来も

壊れていった

秒針が止まった日から

此処が呪いの終着地点

ネグレクト紛いの

アタラクシア

未来を

変える一人になれ

僕だけが知る弱い僕
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